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２０１２２０１２２０１２２０１２／／／／０２０２０２０２／／／／２６２６２６２６        礼拝礼拝礼拝礼拝メッセージメッセージメッセージメッセージ        近藤修司近藤修司近藤修司近藤修司    牧師牧師牧師牧師    

    

主主主主        題題題題：：：：愛愛愛愛するするするする主主主主におにおにおにお会会会会いするいするいするいする１１１１    

聖書箇所聖書箇所聖書箇所聖書箇所：：：：ローマローマローマローマ人人人人へのへのへのへの手紙手紙手紙手紙    １３１３１３１３章章章章１１１１１１１１－－－－１４１４１４１４節節節節    
 

ローマ人への手紙１３章１１－１２節 
「「「「あなたがたはあなたがたはあなたがたはあなたがたは、、、、今今今今がどのようながどのようながどのようながどのような時時時時かかかか知知知知っているのですからっているのですからっているのですからっているのですから、、、、このようにこのようにこのようにこのように行行行行ないなさいないなさいないなさいないなさい。。。。あなたがたがあなたがたがあなたがたがあなたがたが眠眠眠眠りからりからりからりから

さめるべきさめるべきさめるべきさめるべき時刻時刻時刻時刻がもうがもうがもうがもう来来来来ていますていますていますています。。。。というのはというのはというのはというのは、、、、私私私私たちがたちがたちがたちが信信信信じたころよりもじたころよりもじたころよりもじたころよりも、、、、今今今今はははは救救救救いがいがいがいが私私私私たちにもっとたちにもっとたちにもっとたちにもっと近近近近づいづいづいづい

ているからですているからですているからですているからです。。。。:12 :12 :12 :12 夜夜夜夜はふけてはふけてはふけてはふけて、、、、昼昼昼昼がががが近近近近づきましたづきましたづきましたづきました。。。。…………」」」」 

今日、私たちはこのみことばからパウロが語る大切なメッセージを見て行きます。パウロはこう言い    

ます。「私があなたたちに教えたことを直ちに実践しなさい。」と。１１節の初めを見ると、新改訳聖

書では「「「「…………ここここのようにのようにのようにのように行行行行ないなさいないなさいないなさいないなさい。。。。」」」」と最初の文章は閉じられていますが、実は、この１１節の初めは、

「そして」という接続詞と「これ」という代名詞がつながって出て来ます。それが最初に出てくること

ばなのです。そして、この「これ」は間違いなく前の文を指している訳です。８節から１０節で学んだ

ように「隣人をあなた自身のように愛しなさい」と、パウロはそのことに話を向けるのかもしれません

が、私たちがこの１２章に入ってからずっと学んで来たことは何だったのか、思い出していただきたい

のです。 

パウロは１２章に入ってから、神の恵みによって救われた私たちは感謝をもって生きていく、私たち

は感謝をどのように現わして行くのかという具体的な歩みをパウロによって教えられて来ました。神に

感謝する人はこのように生きて行きなさい、このように人々に接して行きなさい、たとえ、それがあな

たの敵であってもこのように接しなさいと「生き方」を彼は教えてくれました。ですから、どちらかと

言うと、この８節からのみことばだけでなく、１２章の初めからこの１３章１０節までに語ったその具

体的な生き方というもの、それをパウロは「直ちに実践しなさい、直ちにそれを行なっていきなさい」

とそのように命じるのです。 

 今、新改訳聖書を見て「「「「…………ここここのようにのようにのようにのように行行行行ないなさいないなさいないなさいないなさい。。。。」」」」と記してあると話ししましたが、口語訳聖書で

は「なお、あなたがたは時を知っているのだから、特に、このことを励まねばならない。」とあり、文

語訳では「なんぢら時を知る故に、いよいよ然
しか

なすべし。今は眠りより覚むべき時なり。初めて信ぜし

時よりも今は我らの救い近ければなり。」とあります。このように為して行きなさいと、ギリシャ語に

ないことばを加えているのです。先ほども話したように、ギリシャ語には具体的にそのことばは出てい

ないのです。「このように行ないなさい」とか「このように生きて行きなさい」とは書かれていないの

です。でも、どの訳にもこのことばを加えているのです。それはそのことがパウロが言いたかったこと

だからです。パウロが言いたいことは、どの時代であろうとだれであろうと、このメッセージを聞いた

一人ひとりに対して、そして特に、救いに与った一人ひとりに対して、あなたが救われたことを感謝し

ているのなら、「今からこのように生きて行きなさい。直ちに、私の教えていることを実践していきな

さい。」と、そのことをパウロは教えるのです。 

 また同時に、この１１節のみことばを見て行くと、このメッセージを受け取った一人ひとりに実践の

早急性をパウロが命じていることは明らかです。「「「「ああああなたがたがなたがたがなたがたがなたがたが眠眠眠眠りからさめるべきりからさめるべきりからさめるべきりからさめるべき時刻時刻時刻時刻がもうがもうがもうがもう来来来来ていまていまていまていま

すすすす。。。。」」」」と、眠りから目を覚ましなさい、今すぐそれをしなければならないとパウロは教えるのです。今 

日と次回で私たちは二つのことを見て行きます。一つは「今から直ぐに教えを実践しなさい」というそ

の理由について、どうして私たちはその教えをすぐに実践する必要があるのか、そのことを今から見て

行きます。次回は、どのようにそれを実践していくのか、その方法について見て行きます。 

《《《《パウロパウロパウロパウロのののの教教教教ええええ    ：：：：    私私私私のののの教教教教えていることをえていることをえていることをえていることを直直直直ちにちにちにちに実践実践実践実践しなさいしなさいしなさいしなさい》》》》    

Ａ．Ａ．Ａ．Ａ．そのそのそのその理由理由理由理由    ：：：：    どうしてどうしてどうしてどうして教教教教えをすぐにえをすぐにえをすぐにえをすぐに実践実践実践実践するするするする必要必要必要必要があるのかがあるのかがあるのかがあるのか？？？？    

⇒⇒⇒⇒救救救救いがいがいがいが近近近近いからいからいからいから、、、、    

 まず、どうして直ちにこの教えを実践して行くことが必要なのか、その理由です。結論を言うと、救 

いの日が近いからです。だから、あなたたちはこの教えを直ちに実践することが必要だと言うのです。 

この「救い、救いの日、救いのとき」といろいろな表現が出て来ますが、これは主に逆らう人々にとっ

ては「さばきのとき」「さばきの日」です。また、私たちイエス・キリストを信じる者にとっては、

「救いのとき、救いの日」です。そのことを今教えてくれるパウロですが、そのメッセージをしっかり

と見て行きましょう。 

１１１１．．．．「「「「救救救救いがいがいがいが近近近近いいいい」」」」とととと断言断言断言断言できるできるできるできる二二二二つつつつのののの理由理由理由理由  
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パウロはこの「救いの日が近い」ことを断言しています。その理由を二つ上げています。 

１１１１））））時代時代時代時代のののの様子様子様子様子からからからから分分分分かるかるかるかる：１１節に「「「「あなたがたはあなたがたはあなたがたはあなたがたは、、、、今今今今がどのようながどのようながどのようながどのような時時時時かかかか知知知知っているのですからっているのですからっているのですからっているのですから、、、、」」」」とあ

ります。「時を読む、時代を読む」ことをパウロは言います。恐らく皆さんも、終末時計というのを聞

かれたことがあると思います。隔月に発刊されるアメリカの雑誌ですが、原子力科学者団体が発行して

いるのですが、その表紙に終末時計があって、核戦争などで地球が滅亡する日までの時間を象徴的に表

わしています。あと何分すれば世界の終わりが来ると。この雑誌が発刊されたのは１９４７年です。ノ

ーベル賞を受賞した者たちや科学者たちが委員会を築いて協議をした上で、あと何分と決めるわけです。

２０１０年は６分でした。それが今年になって１分縮まったとニュースで報道されています。つまり、

滅びる日が近づいているのです。科学者たちの話を聞かなくても、一般の人たちもそのことを感じてい

ます。今の世の中の様々な出来事を見て終わりが近いと思う人はたくさんいます。    

私たちクリスチャンはどうでしょう？私たちは特に「時を読む」ことが必要です。なぜなら、神の約 

束が記されている聖書を知っているからです。私たちは聖書のみことばを見るときに、今がどんな時代

か、今私たちはどんな時代に生きているのか、そのことをしっかりと見分けることができます。パウロ

は「「「「今今今今がどのようながどのようながどのようながどのような時時時時かかかか知知知知っているっているっているっている」」」」と言います。つまり、彼が言いたいことは、この時代がどんな時代

なのか、今、自分たちがどんな時代に住んでいるのかを見分けることができるということです。 

 主ご自身も見分けない人を非難しておられます。覚えていますか？マタイの福音書１６章３節に「「「「朝朝朝朝

にはにはにはには、『、『、『、『朝焼朝焼朝焼朝焼けでどんよりしているからけでどんよりしているからけでどんよりしているからけでどんよりしているから、、、、きょうはきょうはきょうはきょうは荒荒荒荒れれれれ模様模様模様模様だだだだ。』。』。』。』とととと言言言言うううう。。。。そんなによくそんなによくそんなによくそんなによく、、、、空模様空模様空模様空模様のののの見分見分見分見分けけけけ方方方方をををを

知知知知っていながらっていながらっていながらっていながら、、、、なぜなぜなぜなぜ時時時時のしるしをのしるしをのしるしをのしるしを見分見分見分見分けることができないのですかけることができないのですかけることができないのですかけることができないのですか。」。」。」。」と書かれています。空を見ると今日 

の天候が分かる、それなら、どうして目を開いて、いったい私たちの周りに何が起こっているのか、今、

私たちがどんな時代に生きているのか、そのことを見分けることをしないのかと、イエスは非難なさっ

たのです。「「「「時時時時のしるしをのしるしをのしるしをのしるしを見分見分見分見分けるけるけるける」」」」という、この「「「「見分見分見分見分けるけるけるける」」」」とは「評価する」ということばです。何

が起こっているのか正しく評価しなさいと言うのです。 

 信仰者の皆さん、間違いなく皆さんは今「終わりのとき」に住んでいることを確信しておられると私

は確信しています。そうであって欲しいと思います。なぜなら、そのようにみことばが教えているから

です。聖書が教えた預言が確実に成就しています。 

◎◎◎◎そのときがそのときがそのときがそのときが近近近近いいいい証拠証拠証拠証拠：：：：    

ａ）ａ）ａ）ａ）預言預言預言預言のののの成就成就成就成就    

・・・・神神神神よりもよりもよりもよりも快楽快楽快楽快楽をををを愛愛愛愛するするするする＝Ⅱテモテ３：４－５「「「「裏切裏切裏切裏切るるるる者者者者、、、、向向向向こうこうこうこう見見見見ずなずなずなずな者者者者、、、、慢心慢心慢心慢心するするするする者者者者、、、、神神神神よりもよりもよりもよりも快楽快楽快楽快楽をををを

愛愛愛愛するするするする者者者者になりになりになりになり、、、、:5 :5 :5 :5 見見見見えるところはえるところはえるところはえるところは敬虔敬虔敬虔敬虔であってもであってもであってもであっても、、、、そのそのそのその実実実実をををを否定否定否定否定するするするする者者者者になるからですになるからですになるからですになるからです。。。。こういうこういうこういうこういう人人人人々々々々をををを避避避避

けなさいけなさいけなさいけなさい。」。」。」。」、このような時代に今、私たちは生きています。神を求めるどころか人々は益々自分の

快楽のままに生きようとしています。 

・・・・罪罪罪罪からからからから離離離離れようとしないれようとしないれようとしないれようとしない＝Ⅱテモテ３：１－７「「「「終終終終わりのわりのわりのわりの日日日日にはにはにはには困難困難困難困難なななな時代時代時代時代がやってがやってがやってがやって来来来来ることをよくることをよくることをよくることをよく承承承承知知知知

しておきなさいしておきなさいしておきなさいしておきなさい。。。。:2 :2 :2 :2 そのときにそのときにそのときにそのときに人人人人々々々々はははは、、、、自分自分自分自分をををを愛愛愛愛するするするする者者者者、、、、金金金金をををを愛愛愛愛するするするする者者者者、、、、大言壮語大言壮語大言壮語大言壮語するするするする者者者者、、、、不遜不遜不遜不遜なななな者者者者、、、、神神神神をけをけをけをけ

がすがすがすがす者者者者、、、、両親両親両親両親にににに従従従従わないわないわないわない者者者者、、、、感謝感謝感謝感謝することをすることをすることをすることを知知知知らないらないらないらない者者者者、、、、汚汚汚汚れたれたれたれた者者者者になりになりになりになり、、、、:3 :3 :3 :3 情情情情けけけけ知知知知らずのらずのらずのらずの者者者者、、、、和解和解和解和解しないしないしないしない者者者者、、、、

そしるそしるそしるそしる者者者者、、、、節制節制節制節制のないのないのないのない者者者者、、、、粗暴粗暴粗暴粗暴なななな者者者者、、、、善善善善をををを好好好好まないまないまないまない者者者者になりになりになりになり、、、、:4 :4 :4 :4 裏切裏切裏切裏切るるるる者者者者、、、、向向向向こうこうこうこう見見見見ずなずなずなずな者者者者、、、、慢心慢心慢心慢心するするするする者者者者、、、、神神神神

よりもよりもよりもよりも快楽快楽快楽快楽をををを愛愛愛愛するするするする者者者者になりになりになりになり、、、、:5 :5 :5 :5 見見見見えるところはえるところはえるところはえるところは敬虔敬虔敬虔敬虔であってもであってもであってもであっても、、、、そのそのそのその実実実実をををを否定否定否定否定するするするする者者者者になるからですになるからですになるからですになるからです。。。。こうこうこうこう

いういういういう人人人人々々々々をををを避避避避けなさいけなさいけなさいけなさい。。。。:6 :6 :6 :6 こういうこういうこういうこういう人人人人々々々々のののの中中中中にはにはにはには、、、、家家家家々々々々にはいりにはいりにはいりにはいり込込込込みみみみ、、、、愚愚愚愚かなかなかなかな女女女女たちをたぶらかしているたちをたぶらかしているたちをたぶらかしているたちをたぶらかしている者者者者がががが

いますいますいますいます。。。。そのそのそのその女女女女たちはたちはたちはたちは、、、、さまざまのさまざまのさまざまのさまざまの情欲情欲情欲情欲にににに引引引引きききき回回回回されてされてされてされて罪罪罪罪にににに罪罪罪罪をををを重重重重ねねねね、、、、:7 :7 :7 :7 いつもいつもいつもいつも学学学学んではいるがんではいるがんではいるがんではいるが、、、、いつになっいつになっいつになっいつになっ

てもてもてもても真理真理真理真理をををを知知知知ることのできないることのできないることのできないることのできない者者者者たちですたちですたちですたちです。」。」。」。」    

・・・・キリストキリストキリストキリストをををを拒拒拒拒むむむむ＝Ⅰヨハネ４：３「「「「イエスイエスイエスイエスをををを告白告白告白告白しないしないしないしない霊霊霊霊はどれはどれはどれはどれ一一一一つとしてつとしてつとしてつとして神神神神からからからから出出出出たものではありませんたものではありませんたものではありませんたものではありません。。。。

それはそれはそれはそれは反反反反キリストキリストキリストキリストのののの霊霊霊霊ですですですです。。。。あなたがたはそれがあなたがたはそれがあなたがたはそれがあなたがたはそれが来来来来ることをることをることをることを聞聞聞聞いていたのですがいていたのですがいていたのですがいていたのですが、、、、今今今今それがそれがそれがそれが世世世世にににに来来来来ているのでているのでているのでているので

すすすす。」。」。」。」、ヨハネは終わりの時代になると人々はキリストを拒むと言います。イエスを受け入れようと

しないのです。心がますます頑なになって行くのです。 
・・・・キリストキリストキリストキリストのののの再臨再臨再臨再臨をををを否定否定否定否定すすすするるるる＝Ⅱペテロ３：３－４「「「「まずまずまずまず第一第一第一第一にににに、、、、次次次次のことをのことをのことをのことを知知知知っておきなさいっておきなさいっておきなさいっておきなさい。。。。終終終終わりのわりのわりのわりの

日日日日にににに、、、、あざけるあざけるあざけるあざける者者者者どもがやってどもがやってどもがやってどもがやって来来来来てあざけりてあざけりてあざけりてあざけり、、、、自分自分自分自分たちのたちのたちのたちの欲望欲望欲望欲望にににに従従従従ってってってって生活生活生活生活しししし、、、、:4 :4 :4 :4 次次次次のようにのようにのようにのように言言言言うでしょううでしょううでしょううでしょう。。。。

「「「「キリストキリストキリストキリストのののの来臨来臨来臨来臨のののの約束約束約束約束はどこにあるのかはどこにあるのかはどこにあるのかはどこにあるのか。。。。先祖先祖先祖先祖たちがたちがたちがたちが眠眠眠眠ったったったった時時時時からこのかたからこのかたからこのかたからこのかた、、、、何事何事何事何事もももも創造創造創造創造のののの初初初初めからのままめからのままめからのままめからのまま

ではないかではないかではないかではないか。」。」。」。」 
・・・・人人人人々々々々はははは信仰信仰信仰信仰をををを否定否定否定否定するするするする＝Ⅰテモテ４：１－２「「「「しかししかししかししかし、、、、御霊御霊御霊御霊がががが明明明明らかにらかにらかにらかに言言言言われるようにわれるようにわれるようにわれるように、、、、後後後後のののの時代時代時代時代になるになるになるになる

とととと、、、、あるあるあるある人人人人たちはたちはたちはたちは惑惑惑惑わすわすわすわす霊霊霊霊とととと悪霊悪霊悪霊悪霊のののの教教教教えとにえとにえとにえとに心心心心をををを奪奪奪奪われわれわれわれ、、、、信仰信仰信仰信仰からからからから離離離離れるようになりますれるようになりますれるようになりますれるようになります。。。。:2 :2 :2 :2 それはそれはそれはそれは、、、、うそつうそつうそつうそつ

きどものきどものきどものきどもの偽善偽善偽善偽善によるものですによるものですによるものですによるものです。。。。彼彼彼彼らはらはらはらは良心良心良心良心がががが麻痺麻痺麻痺麻痺しておりしておりしておりしており、」、」、」、」    

・・・・人人人人々々々々はははは正正正正しいしいしいしい教理教理教理教理をををを否定否定否定否定するするするする＝Ⅱテモテ４：３－４「「「「というのはというのはというのはというのは、、、、人人人人々々々々がががが健全健全健全健全なななな教教教教えにえにえにえに耳耳耳耳をををを貸貸貸貸そうとせずそうとせずそうとせずそうとせず、、、、

自分自分自分自分につごうのにつごうのにつごうのにつごうの良良良良いことをいことをいことをいことを言言言言ってもらうためにってもらうためにってもらうためにってもらうために、、、、気気気気ままなままなままなままな願願願願いをもっていをもっていをもっていをもって、、、、次次次次々々々々にににに教師教師教師教師たちをたちをたちをたちを自分自分自分自分たちのためにたちのためにたちのためにたちのために
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寄寄寄寄せせせせ集集集集めめめめ、、、、:4 :4 :4 :4 真理真理真理真理からからからから耳耳耳耳をそむけをそむけをそむけをそむけ、、、、空想話空想話空想話空想話にそれてにそれてにそれてにそれて行行行行くようなくようなくようなくような時代時代時代時代になるからですになるからですになるからですになるからです。」。」。」。」、教理などどうでも 

いい愛の方が大切だとして、人々は健全な教えから離れて行ってしまうと言います。 

 ですから、少なくとも、このように見たときに「世の終わり」にはどのような兆候があるのか、どの

ようなしるしがあるのか？みことばは確かにそのことを教えています。そして、皆さんが目を開いてご

覧になれば、私たちはそのような時代に生きていることが分かります。確実に、私たちは「終わりの時

代」という聖書が教える時代に生きていることは間違いありません。  

ｂ）ｂ）ｂ）ｂ）世界情勢世界情勢世界情勢世界情勢    

また、聖書の預言を見なくても今の世界情勢を見たときに、イランのアフマディーネジャード大統領

がイスラエルをこの地図から抹殺すべきだと言ったのはもう６年以上前になります。ご存じですか？つ

い数日前、ＣＮＮを初めいろいろなケーブルニュースの大きな見出しには、いつイスラエルがイランの

核施設を攻撃するのかというニュースが出ています。数日前のことです。今もうそのような時代に私た

ちは生きているのです。イランがイスラエルを核攻撃するか、その前にイスラエルがイランを攻撃する

か、そんな時代に私たちはいるのです。聖書を知っている皆さんなら、間違いなく、聖書が教えるよう

に、私たちはその「終わりのとき」が近いことを知っています。私たちはしっかりと「時」を見分けな

ければいけないし、今私たちがどのような時代に生きているのか、そのことを見るなら、確かに、パウ

ロが言うように「救いが近い。その日が近い。」とその確信を私たちは持つことができるはずです。皆

さんがその確信を持っておられることを期待します。 

時代の様子から私たちは救いの日が近いと見ることができるのです。 

２２２２））））時間時間時間時間のののの経過経過経過経過からからからから分分分分かるかるかるかる 

 二つ目に、パウロは時間の経過からそれを知ることができると言います。１１節の後半に「というのというのというのというの

はははは、、、、私私私私たちがたちがたちがたちが信信信信じたころよりもじたころよりもじたころよりもじたころよりも、、、、今今今今はははは救救救救いがいがいがいが私私私私たちにもっとたちにもっとたちにもっとたちにもっと近近近近づいているからですづいているからですづいているからですづいているからです。」。」。」。」とあります。確実なこ

とは、一日一日と私たちはその日に近づいているということです。昨日より今日は一日近づいたのです。

パウロの時代から見るなら、もう二千年以上経ったのです。私たちがこうして約束を見るときに、少な 

くとも、パウロが語っていた時代よりも今の時代の方が終わりの時に近いと悟ることができます。です

から、「救いの日が近い。救いの時が近い。さばきの日が近い。」とパウロは言いました。そして、そ

の証拠は私たちの周りに溢れています。 

２２２２．．．．「「「「近近近近づいているづいているづいているづいている救救救救いいいい」」」」のののの意味意味意味意味        

さて、パウロが語った「救いの日」、近づいているといったこの「救い」、パウロは何のことを言わ

んとしているのでしょう？実は、１１節と１２節で三つのことばを使ってその説明をしています。 

１１１１））））「「「「時時時時」」」」：１１節「「「「今今今今がどのようながどのようながどのようながどのような時時時時かかかか知知知知っているのですっているのですっているのですっているのですからからからから、、、、」」」」。 

２２２２））））「「「「救救救救いいいい」」」」：１１節「「「「今今今今はははは救救救救いいいいがががが私私私私たちにもっとたちにもっとたちにもっとたちにもっと近近近近づいているからですづいているからですづいているからですづいているからです。。。。」」」」。 

３３３３））））「「「「昼昼昼昼」」」」：１２節「「「「夜夜夜夜はふけてはふけてはふけてはふけて、、、、昼昼昼昼がががが近近近近づきましたづきましたづきましたづきました。。。。」」」」。 

この三つの名詞を見るときに私たちは、どんな時が近づいているのか、パウロが言った「救いが近い」

という「救い」とはどのようなものか、それを見ることができます。それを今から見て行きましょう。 

１１１１））））「「「「時時時時」」」」    

パウロが語っている「時」とは何のことでしょう？「時」ということばをギリシャ語の辞典で見ると、

「機会、時代、時節、シーズン」です。今、何のシーズン？梅のシーズン、桜のシーズン、そのような

シーズンです。また、このような意味もあります。それは「定められた時」ということです。つまり、

この「時」というのは、神がすべてのことをご自分の考えに基づいて、ご自分のみこころに基づいて定

め、それを行なっているということです。神はすべてのことを定めて、その定めたように行なっておら

れるのです。物事が偶然に起こっているのではありません。主はこのように語っておられます。マルコ

１３：３３「「「「気気気気をつけなさいをつけなさいをつけなさいをつけなさい。。。。目目目目をさましをさましをさましをさまし、、、、注意注意注意注意していなさいしていなさいしていなさいしていなさい。。。。そのそのそのその定定定定めのめのめのめの時時時時がいつだかがいつだかがいつだかがいつだか、、、、あなたがたはあなたがたはあなたがたはあなたがたは知知知知らならならならな

いからですいからですいからですいからです。」。」。」。」と。また、ローマ５：６では主イエス・キリストの十字架の死に関してパウロがこのよ

うに語っています。「「「「私私私私たちがまだたちがまだたちがまだたちがまだ弱弱弱弱かったときかったときかったときかったとき、、、、キリストキリストキリストキリストはははは定定定定められためられためられためられた時時時時にににに、、、、不敬虔不敬虔不敬虔不敬虔なななな者者者者のためにのためにのためにのために死死死死んでくんでくんでくんでく

ださいましたださいましたださいましたださいました。」。」。」。」と、イエスの十字架は成行きでそうなったのではありません。「定められた時」と、神    

はすべてのことを定めておられるのです。 

 思い出していただきたいのですが、イエス・キリストが十字架で亡くなられ、そして、三日目によみ

がえられて後、４０日間この地上におられて、ご自分が肉体をもってよみがえったことを明らかにされ

ました。そして、その主が「「「「ヨハネヨハネヨハネヨハネはははは水水水水ででででバプテスマバプテスマバプテスマバプテスマをををを授授授授けたがけたがけたがけたが、、、、もうもうもうもう間間間間もなくもなくもなくもなく、、、、あなたがたはあなたがたはあなたがたはあなたがたは聖霊聖霊聖霊聖霊ののののバプテバプテバプテバプテ

スマスマスマスマをををを受受受受けるからですけるからですけるからですけるからです。」。」。」。」（使徒１：５）と言われました。まちろん、この後すぐに実際にそのことが起 
こりました。ペンテコステです。そのときに弟子たちはこのように言います。１：６「「「「主主主主よよよよ。。。。今今今今こそこそこそこそ、、、、イイイイ
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スラエルスラエルスラエルスラエルのためにのためにのためにのために国国国国をををを再興再興再興再興してくださるのですかしてくださるのですかしてくださるのですかしてくださるのですか。」。」。」。」と、我々のために国を作ってくださるのですか？と言    

うのです。なぜ、弟子たちがこのようなことを言ったのか、旧約聖書を見ると、聖霊が下って来ること

と、イスラエルの国が再興されることが並んで使われているところがあるからです。ですから、弟子た

ちはその時がもう来たのだと思ったのです。そこでそのような質問をしたのです。そのときにイエスが

弟子たちにどのようなことを言われたのか思い出してください。使徒の働き１：７「「「「イエスイエスイエスイエスはははは言言言言われたわれたわれたわれた。。。。

いつとかいつとかいつとかいつとか、、、、どんなときとかいうことはどんなときとかいうことはどんなときとかいうことはどんなときとかいうことは、、、、あなたがたはあなたがたはあなたがたはあなたがたは知知知知らなくてもよいのですらなくてもよいのですらなくてもよいのですらなくてもよいのです。。。。それはそれはそれはそれは、、、、父父父父がごがごがごがご自分自分自分自分のののの権威権威権威権威をもをもをもをも

っておっておっておってお定定定定めになっていますめになっていますめになっていますめになっています。」。」。」。」、心配しなくて良い、すべてのことは父なる神がちゃんと定めておられる、

父なる神がご自分の権威をもって決めておられると言うのです。    

 皆さん、お気付きになりますか？この使徒の働き１章７節で、イエスはこの御国に関して否定してい

ません。「今、私たちのために国を再興してくださるのですか？」と弟子たちが言ったとき、イエスは

それを否定しなかったのです。必ず、イエスを王とした王国が建てられるのです。私たちは主イエス・

キリストとともにその王国を治めるとみことばは私たちに教えます。でも、今がその時ではない、その

時は父なる神がご自分の権威に基づいてそれを定めておられると言うのです。 

 今日のテキストに戻って、この「時」とは、神がすべてのことをご自分の計画に基づいて定めておら

れるというその「時」のことです。この「時」についてパウロはまず「偶然ではない。神が決めておら

れる。」と言います。どのような「時」を決めておられるのでしょう？次を見てください。 

２２２２））））「「「「救救救救いいいい」」」」    

「神の救い」のことです。１１節に「「「「私私私私たちがたちがたちがたちが信信信信じたころよりもじたころよりもじたころよりもじたころよりも、、、、今今今今はははは救救救救いがいがいがいが私私私私たちにもっとたちにもっとたちにもっとたちにもっと近近近近づいているづいているづいているづいている

からですからですからですからです。。。。」」」」とあります。ある方は「いったい、この救いは何のことだろう？」と思われるでしょう。 

なぜなら、「救い」ということばを見て私たちがすぐに考えることは、罪が赦されて永遠のいのちをい

ただくという、その救いのことだからです。ここで言われている「救い」とは、そのことではありませ

ん。罪が赦されて永遠のいのちをいただくということを言っているのではないのです。説明します。 

私たちは神から救いをいただいた者です。救いをいただいた私たちクリスチャンとはどのような者な

のか？次の三つの約束をいただいた者です。 

（（（（１１１１））））義義義義とされたとされたとされたとされた者者者者    

神が義と宣言してくださったのです。神があなたのことを「聖い」と宣言してくださったのです。だ

から、聖い神の前に立つことが赦されたのです。このローマ３：２２でパウロはこのように言いました。 
「「「「すなわちすなわちすなわちすなわち、、、、イエスイエスイエスイエス・・・・キリストキリストキリストキリストをををを信信信信じるじるじるじる信仰信仰信仰信仰によるによるによるによる神神神神のののの義義義義であってであってであってであって、、、、それはすべてのそれはすべてのそれはすべてのそれはすべての信信信信じるじるじるじる人人人人にににに与与与与えられえられえられえられ、、、、何何何何のののの

差別差別差別差別もありませんもありませんもありませんもありません。」。」。」。」、人種も国籍も身分も全く関係ない、イエス・キリストを信じるすべての者を神は

義としてくださる、神が「聖い」と宣言してくださる、そのことです。同じ３：２４には「「「「ただただただただ、、、、神神神神のののの

恵恵恵恵みによりみによりみによりみにより、、、、キリストキリストキリストキリスト・・・・イエスイエスイエスイエスによるによるによるによる贖贖贖贖いのゆえにいのゆえにいのゆえにいのゆえに、、、、価価価価なしになしになしになしに義義義義とととと認認認認められるのですめられるのですめられるのですめられるのです。」。」。」。」とあり、何かをした 

からではない、神の一方的なご愛によって、信じるあなたを神は義としてくださったのです。ですから、

私たちクリスチャンは神によって義とされた者です。この義が私たちに与えられているから、私たちは

クリスチャンなのです 

（（（（２２２２））））キリストキリストキリストキリストにににに似似似似たたたた者者者者へとへとへとへと変変変変えられえられえられえられ続続続続けるけるけるける者者者者    

主イエス・キリストに似た者へと変えられ続ける者、それがクリスチャンです。ピリピ２：１２にこ

のようなみことばがあります。「「「「そういうわけですからそういうわけですからそういうわけですからそういうわけですから、、、、愛愛愛愛するするするする人人人人たちたちたちたち、、、、いつもいつもいつもいつも従順従順従順従順であったようにであったようにであったようにであったように、、、、私私私私がいがいがいがい

るときだけでなくるときだけでなくるときだけでなくるときだけでなく、、、、私私私私のいないのいないのいないのいない今今今今はなおさらはなおさらはなおさらはなおさら、、、、恐恐恐恐れおののいてれおののいてれおののいてれおののいて自分自分自分自分のののの救救救救いをいをいをいを達成達成達成達成してくださいしてくださいしてくださいしてください。」。」。」。」と。先ほども 

話したように、このようなみことばを聞くと多くの皆さんは「自分の救いを達成するとはどういうこと

なのだろう？一生懸命努力しなければ私の罪は赦されないのか、天国に行けないのか？」と思われるか

もしれませんが、そのようなことを言っているのではありません。確かに、「救い」ということばは使

われています。 

もう一つ、Ⅰペテロ２：２「「「「生生生生まれたばかりのまれたばかりのまれたばかりのまれたばかりの乳飲乳飲乳飲乳飲みみみみ子子子子のようにのようにのようにのように、、、、純粋純粋純粋純粋なななな、、、、みことばのみことばのみことばのみことばの乳乳乳乳をををを慕慕慕慕いいいい求求求求めなさいめなさいめなさいめなさい。。。。

それによってそれによってそれによってそれによって成長成長成長成長しししし、、、、救救救救いをいをいをいを得得得得るためでするためでするためでするためです。」。」。」。」と、このメッセージの対象はクリスチャンたちです。ペテロ

は「「「「みことばのみことばのみことばのみことばの乳乳乳乳をををを慕慕慕慕いいいい求求求求めなさいめなさいめなさいめなさい。。。。それによってそれによってそれによってそれによって…………」」」」と言います。つまり、みことばによって成長し、その後

「「「「救救救救いをいをいをいを得得得得るためでるためでるためでるためですすすす。。。。」」」」と書かれています。ですから、明らかに、私たちはこうしてみことばを見たと

きに、神が罪を赦してくださり、救ってくださり、永遠のいのちを与えてくださり、義と認めてくださ

ったという「救い」と、その後の「救い」が存在しているということが分かります。ですから、今見た

Ⅰペテロ２：２やピリピ２：１２に記されている「救い」とは「霊的成長」のことです。それも実は、

「救い」と呼んでいるのです。イエスを信じた者たちがその日から成長を始めるのです。それも救いな

のです。 
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（（（（３３３３））））罪罪罪罪からからからから解放解放解放解放されるされるされるされる約束約束約束約束をいただいたをいただいたをいただいたをいただいた者者者者    

この「罪からの解放」ということに関して二つのことを覚えてください。 

ａ）ａ）ａ）ａ）罪罪罪罪のさばきからののさばきからののさばきからののさばきからの解放解放解放解放    

    神は、神に逆らうこの世にさばきをくだされるということを警告しておられます。ローマ５章の中で

すでに学んで来ましたが、思い出してください。５：９－１０「「「「ですからですからですからですから、、、、今今今今すでにすでにすでにすでにキリストキリストキリストキリストのののの血血血血によってによってによってによって

義義義義とととと認認認認められためられためられためられた私私私私たちがたちがたちがたちが、、、、彼彼彼彼によってによってによってによって神神神神のののの怒怒怒怒りからりからりからりから救救救救われるのはわれるのはわれるのはわれるのは、、、、なおさらのことですなおさらのことですなおさらのことですなおさらのことです。。。。:10 :10 :10 :10 もしもしもしもし敵敵敵敵であったであったであったであった私私私私

たちがたちがたちがたちが、、、、御子御子御子御子のののの死死死死によってによってによってによって神神神神とととと和解和解和解和解させられたのならさせられたのならさせられたのならさせられたのなら、、、、和解和解和解和解させられたさせられたさせられたさせられた私私私私たちがたちがたちがたちが、、、、彼彼彼彼のいのちによってのいのちによってのいのちによってのいのちによって救救救救いにあいにあいにあいにあ

ずかるのはずかるのはずかるのはずかるのは、、、、なおさらのことですなおさらのことですなおさらのことですなおさらのことです。」。」。」。」、ここにも「救い」ということばが出て来ました。９節には「「「「救救救救われわれわれわれ

るのはるのはるのはるのは、」、」、」、」とあり、１０節には「「「「救救救救いいいいにあずかるのはにあずかるのはにあずかるのはにあずかるのは、」、」、」、」とあります。どちらも未来形を使っています。 

だから、パウロはこの「救い」はこれから先のこと、未来のことだと言うのです。 

いったい何からの救いなのでしょう？そこまで説明しています。９節「「「「彼彼彼彼によってによってによってによって神神神神のののの怒怒怒怒りからりからりからりから救救救救われわれわれわれ

るのはるのはるのはるのは、、、、」」」」と言います。「「「「怒怒怒怒りりりり」」」」とは、主イエス・キリストのこの救いを拒み、この救いを受け入れなか

った者たちへの最後のさばきのことです。そのようなさばきがあることは、パウロが様々なところで教

えています。ローマ２：５「「「「ところがところがところがところが、、、、あなたはあなたはあなたはあなたは、、、、かたくなさとかたくなさとかたくなさとかたくなさと悔悔悔悔いいいい改改改改めのないめのないめのないめのない心心心心のゆえにのゆえにのゆえにのゆえに、、、、御怒御怒御怒御怒りのりのりのりの日日日日、、、、すすすす

なわちなわちなわちなわち、、、、神神神神のののの正正正正しいさばきのしいさばきのしいさばきのしいさばきの現現現現われるわれるわれるわれる日日日日のののの御怒御怒御怒御怒りをりをりをりを自分自分自分自分のためにのためにのためにのために積積積積みみみみ上上上上げているのですげているのですげているのですげているのです。」。」。」。」、また、Ⅰテサロ

ニケ１：１０には「「「「またまたまたまた、、、、神神神神がががが死者死者死者死者のののの中中中中からよみがえらせなさったからよみがえらせなさったからよみがえらせなさったからよみがえらせなさった御子御子御子御子、、、、すなわちすなわちすなわちすなわち、、、、やがてやがてやがてやがて来来来来るるるる御怒御怒御怒御怒りからりからりからりから私私私私たたたた

ちをちをちをちを救救救救いいいい出出出出してくださるしてくださるしてくださるしてくださるイエスイエスイエスイエスがががが天天天天からからからから来来来来られるのをられるのをられるのをられるのを待待待待ちちちち望望望望むようになったかむようになったかむようになったかむようになったか、、、、それらのことはそれらのことはそれらのことはそれらのことは他他他他のののの人人人人々々々々がががが言言言言いいいい

広広広広めているのですめているのですめているのですめているのです。」。」。」。」とあり、Ⅱテサロニケ１：６－９には「「「「つまりつまりつまりつまり、、、、あなたがたをあなたがたをあなたがたをあなたがたを苦苦苦苦しめるしめるしめるしめる者者者者にはにはにはには、、、、報報報報いといといといと

してしてしてして苦苦苦苦しみをしみをしみをしみを与与与与ええええ、、、、:7 :7 :7 :7 苦苦苦苦しめられているあなたがたにはしめられているあなたがたにはしめられているあなたがたにはしめられているあなたがたには、、、、私私私私たちとともにたちとともにたちとともにたちとともに、、、、報報報報いとしていとしていとしていとして安息安息安息安息をををを与与与与えてくださるこえてくださるこえてくださるこえてくださるこ

とはとはとはとは、、、、神神神神にとってにとってにとってにとって正正正正しいことなのですしいことなのですしいことなのですしいことなのです。。。。そのことはそのことはそのことはそのことは、、、、主主主主イエスイエスイエスイエスがががが、、、、炎炎炎炎のののの中中中中にににに、、、、力力力力あるあるあるある御使御使御使御使いたちをいたちをいたちをいたちを従従従従えてえてえてえて天天天天からからからから

現現現現われるときにわれるときにわれるときにわれるときに起起起起こりますこりますこりますこります。。。。:8 :8 :8 :8 そのときそのときそのときそのとき主主主主はははは、、、、神神神神をををを知知知知らないらないらないらない人人人人々々々々やややや、、、、私私私私たちのたちのたちのたちの主主主主イエスイエスイエスイエスのののの福音福音福音福音にににに従従従従わないわないわないわない人人人人々々々々にににに

報復報復報復報復されますされますされますされます。。。。:9 :9 :9 :9 そのようなそのようなそのようなそのような人人人人々々々々はははは、、、、主主主主のののの御顔御顔御顔御顔のののの前前前前とそのとそのとそのとその御力御力御力御力のののの栄光栄光栄光栄光からからからから退退退退けられてけられてけられてけられて、、、、永遠永遠永遠永遠のののの滅滅滅滅びのびのびのびの刑罰刑罰刑罰刑罰をををを受受受受けけけけ

るのでするのでするのでするのです。」。」。」。」と記されています。 

みことばは明確に、神に逆らう者たちに永遠の刑罰、永遠のさばき、地獄が待っていることを教えて

います。そして、このような約束を私たち信仰者に与えてくれたのです。「あなたはそのさばきに遭う

ことはない、あなたはこの神の怒りから救われる。」と。なぜですか？罪が赦されているからです。主

によってすべての罪が赦されたゆえに、私たちはこの警告されている最後のさばきに会うことがないの

です。私たちはそこから救われているのです。確かに、罪のさばきから私たちは解放される、その約束

をいただいています。 

ｂ）ｂ）ｂ）ｂ）罪罪罪罪からのからのからのからの完全完全完全完全なななな解放解放解放解放    ：：：：    キリストキリストキリストキリスト者者者者をををを罪罪罪罪からからからから完全完全完全完全にににに解放解放解放解放しししし、、、、完全完全完全完全なななな勝利勝利勝利勝利をををを得得得得るときるときるときるとき    

ローマ人への手紙８章２３節でパウロは、「「「「それそれそれそればかりでなくばかりでなくばかりでなくばかりでなく、、、、御霊御霊御霊御霊のののの初穂初穂初穂初穂をいただいているをいただいているをいただいているをいただいている私私私私たちたちたちたち自身自身自身自身

もももも、、、、心心心心のののの中中中中でうめきながらでうめきながらでうめきながらでうめきながら、、、、子子子子にしていただくことにしていただくことにしていただくことにしていただくこと、、、、すなわちすなわちすなわちすなわち、、、、私私私私たちのからだのたちのからだのたちのからだのたちのからだの贖贖贖贖われることをわれることをわれることをわれることを待待待待ちちちち望望望望んでいんでいんでいんでい

まままますすすす。」。」。」。」と言っています。パウロは「たましいの贖われること」ではなく「「「「かかかからだのらだのらだのらだの贖贖贖贖われることわれることわれることわれること」」」」と言

いました。つまり、パウロがここで言っていることは、私たちがよく口にする「栄化」ということです。 

神のご計画の最終的目的のその成就です。私たちクリスチャンが栄光あるからだへと変えられるときの

ことです。罪から完全に解放されるときです。そのときは、私たちはもう罪を犯すことも、主を悲しま 

せることも完全になくなる喜びの日です。ヨハネはそのことをこのように言います。Ⅰヨハネ３：２
「「「「愛愛愛愛するするするする者者者者たちたちたちたち。。。。私私私私たちはたちはたちはたちは、、、、今今今今すでにすでにすでにすでに神神神神のののの子子子子どもですどもですどもですどもです。。。。後後後後のののの状態状態状態状態はまだはまだはまだはまだ明明明明らかにされていませんらかにされていませんらかにされていませんらかにされていません。。。。しかししかししかししかし、、、、キリキリキリキリ

ストストストストがががが現現現現われたならわれたならわれたならわれたなら、、、、私私私私たちはたちはたちはたちはキリストキリストキリストキリストにににに似似似似たたたた者者者者となることがわかっていますとなることがわかっていますとなることがわかっていますとなることがわかっています。。。。なぜならそのときなぜならそのときなぜならそのときなぜならそのとき、、、、私私私私たちはたちはたちはたちはキキキキ

リストリストリストリストのありのままののありのままののありのままののありのままの姿姿姿姿をををを見見見見るからでするからでするからでするからです。」。」。」。」と、私たちはそのときに栄光のからだをいただくのです。この

ような約束を主は私たちにくださったのです。この罪のからだを脱ぎ捨てて、栄光のからだをいただく 

のです。だから、罪からの完全な解放なのです。私たちはもう罪とは無縁なのです。罪を犯すことがな

くなる、その約束を私たちは主からいただいています。 

 「救い」は「さばき」からの救いだけでなく、私たちはこの罪のからだからも完全に救われて、罪を

犯すことのない栄光のからだをいただくのです。 

３３３３））））「「「「昼昼昼昼」」」」    

もう一つ、三つ目に見るのは「昼」ということばです。今日のテキストに戻って、１３：１２ａで、

パウロは何を言わんとしているのか、これは「神のさばき」のことです。パウロは迫り来るさばきの日

について「「「「夜夜夜夜はふけてはふけてはふけてはふけて、、、、昼昼昼昼がががが近近近近づきましたづきましたづきましたづきました。。。。」」」」と言っているのです。この「夜」とは何を意味するのでし

ょう？今のこの悪に溢れた時代のことです。この世のことです。不品行、神に対する反抗的な態度、罪 

を愛するこの世の中、そのことを「夜」と呼ぶのです。 
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では、「昼」とは何でしょう？これとは全く相反するものです。悪に対する最終的勝利のことです。

ちょうど、夜がだんだん明けていくその様子を思い描いてください。だんだん明るくなっていく、この

罪が、この世の中が神によってさばかれて、そして、神の義をもって、その光をもって神がすべてを治

めるその様子です。この日のことを聖書は「主の日」と呼びます。トーマス・シュレイナーという神学 

者は、この「昼」と訳されているギリシャ語に関して次のように言っています。「このことばは終末的

主の日である。」と。確かに、ここで「昼」と使われているギリシャ語は、新約聖書の中でⅠテサロニ 

ケ５：２、Ⅱテサロニケ２：２、また、Ⅱペテロ３：１０を見るときに、そこに「主」ということばを

付けて「主の日」と訳しています。 

ⅠⅠⅠⅠテサロニケテサロニケテサロニケテサロニケ５５５５：：：：２２２２＝＝＝＝「「「「主主主主のののの日日日日がががが夜中夜中夜中夜中のののの盗人盗人盗人盗人のようにのようにのようにのように来来来来るということはるということはるということはるということは、、、、あなたがたあなたがたあなたがたあなたがた自身自身自身自身がよくがよくがよくがよく承知承知承知承知しているしているしているしている

からですからですからですからです。。。。」」」」 
ⅡⅡⅡⅡテサロニケテサロニケテサロニケテサロニケ２２２２：：：：２２２２＝＝＝＝「「「「霊霊霊霊によってでもによってでもによってでもによってでも、、、、あるいはあるいはあるいはあるいはことばによってでもことばによってでもことばによってでもことばによってでも、、、、あるいはあるいはあるいはあるいは私私私私たちからたちからたちからたちから出出出出たかのようなたかのようなたかのようなたかのような

手紙手紙手紙手紙によってでもによってでもによってでもによってでも、、、、主主主主のののの日日日日がすでにがすでにがすでにがすでに来来来来たかのようにたかのようにたかのようにたかのように言言言言われるのをわれるのをわれるのをわれるのを聞聞聞聞いていていていて、、、、すぐにすぐにすぐにすぐに落落落落ちちちち着着着着きをきをきをきを失失失失ったりったりったりったり、、、、心心心心をををを騒騒騒騒

がせたりしないでくださいがせたりしないでくださいがせたりしないでくださいがせたりしないでください。。。。」」」」    

ⅡⅡⅡⅡペテロペテロペテロペテロ３３３３：：：：１０１０１０１０＝＝＝＝「「「「しかししかししかししかし、、、、主主主主のののの日日日日はははは、、、、盗人盗人盗人盗人のようにやってのようにやってのようにやってのようにやって来来来来ますますますます。。。。そのそのそのその日日日日にはにはにはには、、、、天天天天はははは大大大大きなきなきなきな響響響響きをたててきをたててきをたててきをたてて消消消消えうせえうせえうせえうせ、、、、

天天天天のののの万象万象万象万象はははは焼焼焼焼けてくずれけてくずれけてくずれけてくずれ去去去去りりりり、、、、地地地地とととと地地地地のいろいろなわざはのいろいろなわざはのいろいろなわざはのいろいろなわざは焼焼焼焼きききき尽尽尽尽くされますくされますくされますくされます。」。」。」。」    

では、この「主の日」とはいったい何でしょう？「主の日」とは「神のさばき」のことです。神のさば

きが下るときです。キリストの空中携挙から最後のそのさばきのときまでを指します。それを「主の

日」と呼ぶのです。神からの大変なさばきが下ることがみことばに約束されています。 

イザヤイザヤイザヤイザヤ書書書書１３１３１３１３：：：：６６６６＝「「「「泣泣泣泣きわめけきわめけきわめけきわめけ。。。。主主主主のののの日日日日はははは近近近近いいいい。。。。全能者全能者全能者全能者からからからから破壊破壊破壊破壊がががが来来来来るるるる。」。」。」。」    
ヨエルヨエルヨエルヨエル書書書書１１１１：：：：１５１５１５１５＝「「「「ああああああああ、、、、そのそのそのその日日日日よよよよ。。。。主主主主のののの日日日日はははは近近近近いいいい。。。。全能者全能者全能者全能者からのからのからのからの破壊破壊破壊破壊のようにのようにのようにのように、、、、そのそのそのその日日日日がががが来来来来るるるる。」。」。」。」    

ゼパニヤゼパニヤゼパニヤゼパニヤ書書書書１１１１：：：：１４１４１４１４－－－－１８１８１８１８＝「「「「主主主主のののの大大大大いなるいなるいなるいなる日日日日はははは近近近近いいいい。。。。それはそれはそれはそれは近近近近くくくく、、、、非常非常非常非常にににに早早早早くくくく来来来来るるるる。。。。聞聞聞聞けけけけ。。。。主主主主のののの日日日日をををを。。。。勇士勇士勇士勇士

もももも激激激激しくしくしくしく叫叫叫叫ぶぶぶぶ。。。。:15 :15 :15 :15 そのそのそのその日日日日はははは激激激激しいしいしいしい怒怒怒怒りのりのりのりの日日日日、、、、苦難苦難苦難苦難とととと苦悩苦悩苦悩苦悩のののの日日日日、、、、荒廃荒廃荒廃荒廃とととと滅亡滅亡滅亡滅亡のののの日日日日、、、、やみとやみとやみとやみと暗黒暗黒暗黒暗黒のののの日日日日、、、、雲雲雲雲とととと暗暗暗暗やややや

みのみのみのみの日日日日、、、、:16 :16 :16 :16 角笛角笛角笛角笛とときのとときのとときのとときの声声声声のののの日日日日、、、、城壁城壁城壁城壁のあるのあるのあるのある町町町町々々々々とととと高高高高いいいい四隅四隅四隅四隅のののの塔塔塔塔がががが襲襲襲襲われるわれるわれるわれる日日日日だだだだ。。。。:17 :17 :17 :17 わたしはわたしはわたしはわたしは人人人人をををを苦苦苦苦しめしめしめしめ、、、、

人人人人々々々々はははは盲人盲人盲人盲人のようにのようにのようにのように歩歩歩歩くくくく。。。。彼彼彼彼らはらはらはらは主主主主にににに罪罪罪罪をををを犯犯犯犯したからだしたからだしたからだしたからだ。。。。彼彼彼彼らのらのらのらの血血血血はちりのようにはちりのようにはちりのようにはちりのように振振振振りまかれりまかれりまかれりまかれ、、、、彼彼彼彼らのはらわらのはらわらのはらわらのはらわ

たはたはたはたは糞糞糞糞のようにまきのようにまきのようにまきのようにまき散散散散らされるらされるらされるらされる。。。。:18 :18 :18 :18 彼彼彼彼らのらのらのらの銀銀銀銀もももも、、、、彼彼彼彼らのらのらのらの金金金金もももも、、、、主主主主のののの激激激激しいしいしいしい怒怒怒怒りのりのりのりの日日日日にににに彼彼彼彼らをらをらをらを救救救救いいいい出出出出せないせないせないせない。。。。

そのねたみのそのねたみのそのねたみのそのねたみの火火火火でででで、、、、全土全土全土全土はははは焼焼焼焼きききき払払払払われるわれるわれるわれる。。。。主主主主はははは実実実実にににに、、、、地地地地にににに住住住住むすべてのむすべてのむすべてのむすべての者者者者をたちまちをたちまちをたちまちをたちまち滅滅滅滅ぼしぼしぼしぼし尽尽尽尽くすくすくすくす。」。」。」。」    

非常に恐ろしいさばきが約束されています。神のさばきのときがやって来ると言います。「「「「夜夜夜夜はふけてはふけてはふけてはふけて、、、、

昼昼昼昼がががが近近近近づきましたづきましたづきましたづきました。。。。」」」」と、そのさばきが近づいているとパウロは教えるのです。 

 今日、私たちが最初から見ていることは、パウロが「主の教えを直ちに実践しなさい」と命じたこと

です。パウロがなぜ私たちにそのことを命じたのか、その理由を見ているのです。パウロは「救いは近

づいているからだ」と言いました。それは、神がご自身のみこころによって定められた「さばきの時」 

であり、同時に、キリスト者にとっては最終的救いの時です。主は罪に対してさばきを下し、ご自分の

民を完全な者としてくださるのです。「その日が近い、その時が近い」と言うのです。だから「今すぐ

にわたしの教えたことを実践するように」と、パウロはそのように人々に命じるのです。 

「救いが近い」と言ったパウロ、「主の日が近い」と言ったパウロ、今、私たちが覚えなければいけ 

ないことは、信仰者の皆さん、私たちが信じようと信じまいとその日は確実に近づいているということ

です。問題は次のことです。私たちが今日をどのように生きて行くかということです。そこにすべてが 

かかっているのです。人々はこのように言います。「いったい、その主の日はいつ訪れるのか？」と。

ちょうど、ペテロの手紙第二の中でペテロがそのことを言っています。３：３－４「「「「まずまずまずまず第一第一第一第一にににに、、、、次次次次のこのこのこのこ

とをとをとをとを知知知知っておきなさいっておきなさいっておきなさいっておきなさい。。。。終終終終わりのわりのわりのわりの日日日日にににに、、、、あざけるあざけるあざけるあざける者者者者どもがやってどもがやってどもがやってどもがやって来来来来てあざけりてあざけりてあざけりてあざけり、、、、自分自分自分自分たちのたちのたちのたちの欲望欲望欲望欲望にににに従従従従ってってってって生活生活生活生活しししし、、、、    

:4 :4 :4 :4 次次次次のようにのようにのようにのように言言言言うでしょううでしょううでしょううでしょう。「。「。「。「キリストキリストキリストキリストのののの来臨来臨来臨来臨のののの約束約束約束約束はどこにあるのかはどこにあるのかはどこにあるのかはどこにあるのか。。。。先祖先祖先祖先祖たちがたちがたちがたちが眠眠眠眠ったったったった時時時時からこのかたからこのかたからこのかたからこのかた、、、、何何何何

事事事事もももも創造創造創造創造のののの初初初初めからのままではないかめからのままではないかめからのままではないかめからのままではないか。」。」。」。」、「何も変わっていないではないか、主の日なんて、主が来られ 

るなんて、そんなことは起こっていないではないか。そんなことを信じること自体愚かだ。」と、終わ

りの時代になれば、人々は益々そのようになって行くと言うのです。 

確かに、ペテロやパウロが教えたように、その日は近い、でも、その「主の日」は確かに、彼らの時

代から約二千年経ってもまだ訪れていません。それは神の約束が間違っていたということになるのでし

ょうか？神が嘘をつかれたのでしょうか？違いますね。ペテロがそのことを私たちに教えてくれていま

す。なぜ、神は今すぐにさばきを下さないのか？ペテロのことばを借りるなら、Ⅱペテロ３：７－９
「「「「しかししかししかししかし、、、、今今今今のののの天天天天とととと地地地地はははは、、、、同同同同じみことばによってじみことばによってじみことばによってじみことばによって、、、、火火火火にににに焼焼焼焼かれるためにとっておかれかれるためにとっておかれかれるためにとっておかれかれるためにとっておかれ、、、、不敬虔不敬虔不敬虔不敬虔なななな者者者者どものさばきどものさばきどものさばきどものさばき

とととと滅滅滅滅びとのびとのびとのびとの日日日日までまでまでまで、、、、保保保保たれているのですたれているのですたれているのですたれているのです。。。。:8 :8 :8 :8 しかししかししかししかし、、、、愛愛愛愛するするするする人人人人たちたちたちたち。。。。あなたがたはあなたがたはあなたがたはあなたがたは、、、、このこのこのこの一事一事一事一事をををを見落見落見落見落としてはいとしてはいとしてはいとしてはい

けませんけませんけませんけません。。。。すなわちすなわちすなわちすなわち、、、、主主主主のののの御前御前御前御前ではではではでは、、、、一日一日一日一日はははは千年千年千年千年のようでありのようでありのようでありのようであり、、、、千年千年千年千年はははは一日一日一日一日のようですのようですのようですのようです。。。。:9 :9 :9 :9 主主主主はははは、、、、あるあるあるある人人人人たちがたちがたちがたちが

おそいとおそいとおそいとおそいと思思思思っているようにっているようにっているようにっているように、、、、そのそのそのその約束約束約束約束のことをのことをのことをのことを遅遅遅遅らせておられるのではありませんらせておられるのではありませんらせておられるのではありませんらせておられるのではありません。。。。かえってかえってかえってかえって、、、、あなたがたにあなたがたにあなたがたにあなたがたに対対対対



7 

 

してしてしてして忍耐深忍耐深忍耐深忍耐深くあられるのであってくあられるのであってくあられるのであってくあられるのであって、、、、ひとりでもひとりでもひとりでもひとりでも滅滅滅滅びることをびることをびることをびることを望望望望まずまずまずまず、、、、すべてのすべてのすべてのすべての人人人人がががが悔悔悔悔いいいい改改改改めにめにめにめに進進進進むことをむことをむことをむことを望望望望んでんでんでんで

おられるのですおられるのですおられるのですおられるのです。」。」。」。」と、つまり、みことばが教えることは、神は今この瞬間にさばきを下すことができる

けれども、それをなさらずに一人でも多くの人が救いに与るように、あなたの愛する者が救われるため 

に、神は忍耐をもってその日を延ばしておられるのです。でも、確かにその日が来るのです。だから、

パウロは言ったのです。「「「「あなたがたがあなたがたがあなたがたがあなたがたが眠眠眠眠りからさめるりからさめるりからさめるりからさめるべきべきべきべき時刻時刻時刻時刻がもうがもうがもうがもう来来来来ていますていますていますています。。。。」」」」「目を覚ませ！」と。   

 私たちが覚えなければいけないことは、先ほどのペテロのみことばを見るなら、神は忍耐をもってひ

とりでも多くの人が悔い改めに進むように、救われるようにと待っているということです。その意味は 

必ずさばきが来るということを保証しています。イエス・キリストの救いを受け入れていなければ、そ

の人はあなたのどんなに愛する人であったとしても、確実に永遠の地獄へと向かうのです。どんなに良

い人であっても、どんなにすばらしい人であっても、この罪の赦しをいただいていなければ、彼らが向

かっているのは間違いなく永遠の地獄です。 

結論結論結論結論    

私たち信仰者はそのことに目覚めなければいけないのです。私たちの周りを見たときに、どれ程多く

の人たちがこの滅びに向かっていることか、私たちの愛する家族が、愛する友人たちが…。「目を覚ま

せ！」と言うのです、信仰者の皆さん。「目を覚ましなさい」と命じたパウロ、ここには二つの意味が

あります。 

◎◎◎◎キリストキリストキリストキリスト者者者者へへへへ    ⇒⇒⇒⇒    「「「「目目目目をををを覚覚覚覚ましなさいましなさいましなさいましなさい」」」」というそのというそのというそのというその意味意味意味意味    

１１１１．．．．道徳的道徳的道徳的道徳的にににに聖聖聖聖くあることくあることくあることくあること    

この「眠り」とは道徳的に鈍くなってしまっている様子です。なぜなら、私たち信仰者も気を付けて

いなければ、罪を犯しているとその罪に対してだんだん無感覚になって来るからです。ちょうど、眠っ

たような状態です。だから、パウロは「目を覚ませ」と言うのです。どのような生き方をしてもいいの

ではないと言うのです。救いの日が近いのだから、イエスにお会いするときが近いのだから、私たちは

しっかりと目を覚まして、いつ主にお会いしてもいいようにその備えをしていないといけない、罪から

離れなければいけないと言うのです。 

私たちは「また、次に片付ければいいや、明日片付ければいいや、」と言っていると、どんどん散ら

かって行きます。私たちの心の中では罪も同じです。「まぁ、これぐらいは…」と思っていると、それ

がどんどん大きくなってしまって、いつの間にか罪に対して無感覚になってしまいます。まさに、パウ

ロが言っている「眠ったような状態」になってしまうのです。「目覚めなさい」、神の前に正しく歩み

なさいと言うのです。あなたは救われた者にふさわしく生きていますか？ 

２２２２．．．．機会機会機会機会をををを無駄無駄無駄無駄にしないことにしないことにしないことにしないこと    

主は、ヨハネの福音書９：４で「「「「わたしたちはわたしたちはわたしたちはわたしたちは、、、、わたしをわたしをわたしをわたしを遣遣遣遣わしたわしたわしたわした方方方方のわざをのわざをのわざをのわざを、、、、昼昼昼昼のののの間間間間にににに行行行行なわなければななわなければななわなければななわなければな

りませんりませんりませんりません。。。。だれもだれもだれもだれも働働働働くことのできないくことのできないくことのできないくことのできない夜夜夜夜がががが来来来来ますますますます。」。」。」。」と言われました。注意して見てください。イエスは

「「「「わわわわたしをたしをたしをたしを遣遣遣遣わしたわしたわしたわした方方方方のわざをのわざをのわざをのわざを…………」」」」行なうと言うのです。「「「「働働働働くくくくことのできないことのできないことのできないことのできない夜夜夜夜がががが来来来来ますますますます。」。」。」。」と言います。 
イエスの場合は十字架がやって来ます。そして、非常に興味深いことは、この９：４を見ると、この主

語は「わたし」になっていないことです。「「「「わたしたちはわたしたちはわたしたちはわたしたちは」」」」です。イエスは地上におられたときに、父な

る神のみこころを行なって来られました。問題は私たちです。なぜなら、私たちはそのように生きる者

たちだからです。そのように生きることを神から望まれている者たちなのです。我々はこの地上にいて、

私たちの主がどんなにすばらしいお方であるかを人々に明らかにするために生きているのです。だから、

私たちの生き方が大切なのです。私たちの言動が大切なのです。 

どうすれば良いのか？私たちは次回そのことを見ます。しかし、少なくとも、パウロが私たちに教え

てくれているのは「機会を逸してはいけない」ということです。「もっと主のために働いておけば…」

というような後悔を残してはいけないと言うのです。「もっと主のために熱心であれば…」と、そのよ

うな後悔を残してはいけないと言うのです。「今、やりなさい！」と言うのです。「今しかそれができ

ないのだから」、機会を無駄にしてはいけないと言うのです。確かに、「救いの日」は近いのです。私

たちが主にお会いする日は近いのです。皆さん、この二つの質問をご自分に問い掛けてみてください。 

適用適用適用適用    

◎◎◎◎「「「「救救救救いのいのいのいの時時時時」」」」がががが近近近近づいているづいているづいているづいている今今今今…………、、、、    

１１１１．．．．私私私私はいつもはいつもはいつもはいつも目目目目をををを覚覚覚覚ましてましてましてまして、、、、神神神神のみことばをのみことばをのみことばをのみことばを日日日日々々々々実践実践実践実践しようとしているしようとしているしようとしているしようとしているかかかか？？？？    

「イエス」か「ノー」です。私は日々目を覚まして、今日、イエスにお会いしてもいいように、それ

はイエスが迎えに来てくださる、もしかすると「死」をもってかもしれません。いずれにしろ、今日が

最後かもしれない。今日、私は目を覚まして、みことばを実践しているかどうか？「私は弱いのです。
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やろうと思うけれどすぐに失敗するのです。」…と、それならそのことを告白すればいいのです。そし

て、またやり始めたらいいのです。また失敗したらまた告白してやり始める、私たちは何度でもそのよ

うにして生きて行くのです。そのようにして生きることを主が私たちに求めておられるのです。 

２２２２．．．．私私私私はははは主主主主におにおにおにお会会会会いするいするいするいする用意用意用意用意ができていができていができていができているるるるかかかか？？？？    

パウロはこのように言います。「あなたが眠りからさめるべき時刻がもう来ています。目を覚ましな

さい。目を覚ませ！」と。そして、「主のために生き始めなさい。今日からわたしのみことばをしっか

りと実践しなさい。」と。 

 ここにおられる愛する皆さんお一人ひとりが、その決心をもって今日この場を離れることを期待しま

す。それが主が望んでおられることです。そのことをしっかりと心に留めて実践しようではないですか。

なぜなら、これが主のみこころであり、このようにあなたが為すときに、主があなたを用いて主のみわ

ざが成されて行くからです。そのためにあなたも私も生きているのです。だから、今日からそのことを

始めることです。今日がその第一歩となることを心から願います。 

  

《考えましょう》 

１．直ちにみことばの実践を行なうことが、どうしてキリスト者には重要なのでしょう？ 

２．救いが完成するとき、私たちキリスト者はどうなるのでしょう？ 

３．キリスト者の目を覚ますには、どうすればよいでしょう？ 

４．キリスト者が眠ってしまうのはどうしてでしょう？ 


